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本稿では,上のような,戦後の作文 ･綴 り方教育の復興 ･興隆の契機の一つとなった国分
一太郎の 『新しい綴方教室』を取 り上げ,その成立の背景を考察するとともに,同書が戟後
の作文 ･綴 り方教育の歴史の中で果たした位置 ･意義 ･役割等を考察する｡ 
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1.はじめに その意味でも,この本は歴史的文書といわなけ
わが国における戦後の国語科教育 ,わけても作 ればならない｡ (注 1)
文 ･綴 り方教育は,一方で,戦前の豊かな理論的 ･ わが国の戟後教育は,敗戦を契機として,アメリ
実践的成果の集積を継承し,また一方で,戦後の新 カ合衆国から輸入された経験主義 (プラグマティズ
たな理論的 ･実践的なあり方を模索 し,独自の形で ム)の考えに立つ単元学習,わけても戦後の新 しい
生成 ･発展して行った｡ 教科である社会科を中心として出発した｡それは,
このような戦後の作文 ･綴 り方教育の復興 ･興隆 戟前の教育とは全 く異質の,全てが斬新な,文字通
ともいえる動きの中で,国分一太郎 (1911 (明治 りの新教育であった｡そのような中にあって,国分
44)～ 1985 (昭和 60))の 『新 しい綴方教室｣] (1951 
(昭和 26)年 2月 28日 日本評論社刊 増補版は 実践 ･理論の∵つである作文 ･綴 り方教育の到達点
1952 (昭和 27)年 4月 1日 新評論社刊 )の果た を,戦後の新しい教育の中で継承し発展させようと
した役割は大きい｡ するものであり,当時の新教育とはまた逆の意味で,
この 『新 しい綴方教室』の歴史的意義については, 目新 しく新鮮なものとして迎えられた｡
すでに様々な形で言及されているが ,その代表的な このような戦後における作文 ･綴 り方との出会い
ものとして,船山謙次の,次のような言葉をあげる を戟後の作文 ･綴 り方教育を代表する実践記録の一
ことができる｡ つである 『学級革命』 (1955 (昭和 30)年 9月20日
国分氏の 『新 しい綴方教室』は,･--戦前の 牧書店)の著者 ･小西健二郎 (1924 (大正 13)～ 
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戦後の作文 ･綴 り方教育理論 ･実践の担い手は,
そのほとんどが,戦前から作文 ･綴 り方教育に取 り
組んで来た教師ではない｡大部分が,この小西健二
郎のような,いわゆる戦後派の教師たちである｡ し





















『新 しい綴方教室』は,雑誌 ｢教育新報J等に 




































同誌第 2号 (1947 (昭和 22)年 1月 10日)所収の
近藤益雄の ｢綴方復興｣,二つ 目は,同誌第 8号 
(1948 (昭和 23)年 1月 25日)所収の志垣寛の ｢綴
方復興｣である｡
近藤益雄,志垣寛は,ともに戦前の作文 ･綴り方
























--自己の主張に勇にして他を封殺すること 先に述べたとお り,『新 しい綴方教室』は,雑誌
は許されない｡この事は子供たちに最もよく指 ｢教育新報J等に連載 された論考をもとにして編
導されなくてはならぬ事である｡ --真に新し 集 ･刊行されたものである｡
い教育が栄えて行くならば,綴方は必然に栄え いま,これらの連載論考が,『新 しい綴方教室』
て行くであろう｡ (注 6) 刊行の際に各章 (｢付録｣と ｢あとがき｣を除いて,
ここに見られる考え方は,いずれも,戦前の作 第 1話から第 20話まで｡第 21話の ｢まとめと展望
文 ･綴 り方教育の考え方そのものであり,戟後の新 一生活綴方的教育方法｣は,増補版刊行の際に付け
教育に対する待望論でもある｡ まだ,国分一太郎の 加えられた｡)としてどのように配列 ･構成さされ
言うような,新教育に欠落するものを,作文 ･綴 り ているかを明らかにしたい｡
方の新たな展開によって克服 しようとするような視 まず, 12回に及ぶ連載論考の題 目,掲載誌名,
点は見られない｡それだけに,当時,まだ,これら 刊号,刊行年月日を表にして示すと,それは,下の
の論考が,『新 しい綴方教室』のような大きな反響 ようになっている｡
臥1.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(1)｣ ｢教育新幸 No.5 1949. 8.30 
2.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(2)｣ ｢教育新報J No.6 1949.9.15 
3.国分一太郎 ｢綴万の復興と前進のために(3)｣ ｢教育新報 ｣ N 7 1949.9.30o 
4.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(4)｣ ｢教育新報J No.8 1949.10.30 
5.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(5)｣ ｢教育新報｣ NG 9 1950.2.15 
6.国分一太郎 ｢ ｣ 教育新報 J o1 1 0 0綴方の復興と前進のために(6) ｢ N.0 95.4.3
7.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(7)｣ ｢教育新報 J No.ll 1950. 5.15 
8.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(8)｣ ｢教育新幸臥 No12 1950.5.30 
l9.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(9)｣ ｢教育時事臥 No 1950. 8.30
10.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(10)｣ ｢学力向上 研 究｣ No 2 1950. 9. 10
ll.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(ll)｣ ｢学力向上 研 究｣ No 3 1950.10. 30
12.国分一太郎 ｢すっきりした文章をか ､せるために｣ ｢教師の友｣No1 1950.12.1
さらに,これらの 12編の連載論考が,『新しい綴 万教室』 の目次 ･構成 (第 1話から第 20話まで)
方教室』に収録されるのに際して,どのように構 を対照 し,一線 (矢印)で結んで示すと,それは,
成 ･再編されているかを,連載論考と 『新しい綴 り 次のようになる｡
1.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(1)｣ >第 1話 綴 り方,このよいもの
2.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(2)｣ >第 2話 すなおな道
3.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(3)｣ >第 3話 くわしくかく
4.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(4)｣ 第 4話 ねうちに向うこころ
5.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(5)｣ 第 5話 ごくあたりまえのことでも




7.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(7)｣ 第8話 ねらいのある文章
第 9話 表現指導のいろいろ
8.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(8)｣ 第10話 指導の記録のとりかた
第11話 学年別の綴方指導
9.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(9)｣ 第12話 文の研究 ′･生活の研究
第13話 綴方の生活教育
10.国分一太郎 ｢綴方の復興と前進のために(10)｣ 第14話 児童詩の考えかた
第15話 児童詩のみちぴきかた
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第17話 だれもが,すらすらとかく
































｢第 13話 綴方の生活教育｣｢第 14話 児童詩の考




4.『新 しい綴方教室』の作文 ･綴 り方教育論に対
する評価
『新しい綴方教室』が,無着成恭の 『山びこ学校』 


















































































































































に記されている 19項 目中の 10項 目, (3)の記録
文 ･報告文の指導について,『新 しい綴方教室』の























































ていた (1)から (4)のうち, (4)に文学的文
章とともに含まれるだけであ り, (1) (2)(3)
には含まれないことになる｡ このような生活文 (坐
活記録文)の位置づけは,戦後の作文 ･綴 り方教育
















らこそ,この 『新 しい綴方教室』(連載論考 ｢綴方
の復興 と前進のために｣)によって,児童の経験を
尊重し,その生活から出発する教育が,戦前の教育





また,この 『新 しい綴方教室』 (連載論考 ｢綴方
の復興 と前進のために｣)にみられる作文 ･綴 り教
育は,狭い意味での国語科の範囲にとどまらず,よ
り広 く,教育全体にかかわる方向性を持つものであ









戦後の視点を加えた新 しい作文 ･綴 り方教育-文字
通 り,わが国の作文 ･綴 り方 (生活綴 り方)教育の
大きな転換点を導いたものとして,この国分一太郎






文と教育｣誌 1961 (昭和 43)年 4月号 74ペ
ー ジ 
(2)小西健二郎 『学級革命』(1955 (昭和 30)午 
9月20日牧書店)24ページ～28ページ
(3)国分一太郎	 ｢何が問題であったか,今もある




和 21)年 11月 1日から1949 (昭和 24)年 1
月 15日まで刊行され,誌齢 13号を数える｡ 
(5)｢国語創造｣誌 第 2号 (1947 (昭和 22)午 
1月10日)19ページ 
(6)｢国語創造｣誌 第 8号 (1948 (昭和 23)午 
1月25日) 4ページ 
(7)無着成恭 『山びこ学校』 1951 (昭和 26)年 3
月 5日 青銅社 
(8)高橋和夫 ｢戦後国語教育史 (4)｣｢教育科学
国語教育｣誌 1960 (昭和 35)年 6月号 
124ページ 
(9)上田庄三郎 ｢作文教育か生活綴方か｣(小川太
郎他編 『戦後教育問題論争』1958 (昭和 33)
年 6月30日 誠信書房) 111ページ 
(10)｢綴方の復興と前進のために (1)｣
前出 12ページ 
(ll)同上 
(12)『新しい綴方教室』前出 30ページ 
(13)同上 35ペ一.ジ 
(14)同上 27ページ 
(15)同上 51ページ 
(16)同上 31ページ～34ページ 
(17)同上 37ページ～39ページ 
(18)同上	 46ページ 
(19)同上	 47ページ 
(20)同上	 32ページ 
(21)同上	 35ページ 
(22)同上 305ページ～306ページ 
(23)同上	 307ページ 
(24)同上	 308ページ 
(25)同上 327ページ～335ページ 
(26)同上 343ページ～346ページ 
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